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I. 研究背景・目的 

 平成 23 年 3月 11 日の地震津波による犠牲者の多く

が 60代以上であった。高齢者は高地に避難する意思を

持っていても長い距離を自らの歩行で移動することは

非常に困難である。 

人口減少、少子高齢者化の進展、特に、単身・高齢

者夫婦世帯の増加とともに、高齢者の生活・暮らしへ

の不安は高まりつつある。また、高齢者が住み慣れた

地域でいきいきと暮らしていくためには、高齢者の健

康を維持していくことも重要であり、健康寿命の延伸

を図りつつ、安心して、安全に暮らすことができる住

まいの確保・住み替え支援を図ることが必要である。 

 本研究では，宮古市田老地区グリーンピア三陸みや

こ仮設住宅におけるアンケート調査結果を用いて高齢

者世帯別のニーズと移動環境に関する分析を行い、移

動環境についての問題を明らかにすることを目的とす

る。 

II. 調査対象と研究方法  

1.調査対象 

岩手県宮古市田老地区のグリーンピア三陸仮設住宅

の 65 歳以上の在宅高齢者を対象として行った。65 歳

以上の者一人のみの世帯（以下「一人暮らし世帯」と

いう。）の男女 47 世帯に調査票を配布し 39 票を回収

した（回収率 83％）。夫婦ともに 65 歳以上で夫婦のみ

世帯（以下「夫婦のみ世帯」という。）の男女 51 世帯

に調査票を配布し 41 票を回収した（回収率 80％）。特

に属性を限定しない世帯（以下「一般世帯」という。）

の 65 歳以上の男女 89 世帯に調査票を配布し 78 票を

回収した（回収率 87.6％）。 

2.研究方法 

2013 年 12 月，宮古市田老地区の仮設住宅の高齢者

を対象にアンケート調査を実施した。調査項目は，高

齢者の外出目的，交通利用手段，個人属性等とし，高

齢者の買い物や通院行動、仮設後の居住、移動環境、

田老地区の町づくりに対する希望などであった。 

 

たろちゃん研究室のメンバ 5 名と本人が田老地区グ

仮設住宅を直接訪問し、調査票を用いる対話形式でア

ンケート調査を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 外出頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 外出目的 

III. 調査結果・考察  

１．外出頻度 

 図１に示すように、すべての世帯で「週に２−３回」

の回答割合が高くなっている。 

２．外出目的 

 図２に示すように、すべての世帯別ほぼ同じ割合

で買い物、通院を目的として移動しているのが見ら

れた。 

３．利用している交通手段 

図３に示すように、一人暮らし世帯では，「徒歩」の

41％の次に，「バス」の割合が高く，「自動車」よりも 
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高くなっている。一人暮らしの世帯では運転できな

いまたは車を持っていない人が一定割合おり，バスが

重要な手段となっていると考えられる。夫婦の世帯で

は「バイク」「友人・知人の車同乗」の割合は低くなる

のに対し「バス」「車を自分で運転」の割合が高くとな

っている。一般世帯では「家族による自動車送迎」の

割合が高くなっているのが見られた。 

 

 

図 3 外出の時利用している交通手段  

 

表 1 外出時の交通手段の利便性 

 一人暮らし世帯 夫婦のみ世帯 一般世帯 

 人

数 

割合（３９人

中） 

人

数 

割合（４１

人中） 

人

数 

割合（７８

人中） 

無 ２２ 56.4% 25 61% 51 65.4% 

バ ス が

少ない 

１３ 33.3% 8 19.5% 19 24.3% 

バ ス の

乗降 

２ 5.1% 1 2.4% 1 1.3% 

料金が

高い 

１ 2.6% 2 4.9% 2 2.6% 

バ ス 停

が遠い 

１ 2.6% 5 12.2% 5 6.4% 

 

 外出時利用している交通手段中の利便性の問題につ

いては，「バスの本数が少ない」ことについて回答した

人の割合が高く、一人暮らし世帯で 33.3％、夫婦の 

み世帯（19.5％、一般世帯で 24.3％となっている。各

種不便さを感じながらも全体的にバスを利用している

のが見られた。このように交通環境の改善の必要性は

高いと考えられた。 

IV. 結論 

 本研究では宮古市田老地区グリーンピア三陸仮設住

宅の高齢者について、高齢者の外出状況と利用してい

る交通手段と利便性について世帯別の比較を行った。

外出頻度、外出目的と範囲は世帯間に違いが見られず、

世帯に関係なく買い物と通院の必要性が現れていると

思われる。交通手段には大きな違いが見られた。高齢

者であっても夫婦のみ世帯では自家用自動車の利用が

高かった。一般世帯では家族による自動車送迎の連用

が高くなっている。バスの利用割合は高い順に一人暮

らし世帯、夫婦のみ世帯となっている。今回の分析に

おいては交通手段の満足度が低い傾向が見られるため、

全体的に交通環境の改善の必要性がある。 

V. 今後の課題 

 応急仮設住宅の立地状況に係る課題への対応として

は、仮設住宅高齢者交通手段の確保、高齢者が必要な

サービスや公共施設の確保、移動環境の改善と交通に

対する満足度と関係を明らかにしていく必要があると

考える。 
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